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会長挨拶

　　　　　　　　　　　　　　　　出席報告

出席総数

今　回 ２３／２７ ８５．１９％ ２８名

出席率

＜欠席者＞
　・木内君　・紀平君　・小林（則）君　・和田君

会員総数

会長　土田　哲君

皆さんこんばんは。お盆休みはいかがでしたでしょうか。私は台風７号の進路が気になって留

守番している会社のテレビでずっと台風情報を観ていました。

静岡県は台風上陸のランキングを見ますと鹿児島県、高知県、和歌山県に次いで全国４位と

なっております。1951年から2022年の間に再上陸を除き22回上陸しています。その中には死者

1000名を超える1958年（昭和33年）9月26日～28日の狩野川台風も含まれます。

私は建設コンサルタントという職業柄、台風や大雨などの災害時には迅速に対応する必要が

ありますので台風情報には気を配っているつもりです。しかし、昨年くらいから台風被害の時期

がずれているように感じています。一桁台の台風や７月、８月で大きな被害のあった記憶はほと

んどありません。近年、伊豆地方に大きな被害をもたらしたのは平成16年10月の台風22号、23

号や令和元年10月の台風19号といった９月半ばを過ぎてからが台風シーズンだなという感覚

だったのですが、それが大分早まっているように感じます。

スマイル報告

●土田哲君・望月隆一君　川口様、鈴木様、本日はようこそお越しくださいました。卓話楽しみにしています。よろしくお願い

いたします。

●土屋龍太郎君　過日の実母の葬儀に際しまして、過分なお心遣いを賜り、誠に有難うございました。お陰を持ちまして、無

事に旅立ちを見送ることが出来ました。

●水谷隆一君　皆様、古着deワクチンご協力ありがとうございます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(スマイル合計　￥19,000）

本日、卓話をしていただく株式会社ＪＭ様も函南の川の駅や神島公園などの狩野川堤外地の施設を管理している企業様で

すので、私と同じように台風情報を気にしておられたのではと思います。伊豆地域を一緒に盛り上げていく仲間として本日の卓

話期待しております。よろしくお願いいたします。
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インドネシア

ジャカルタ・メトロポリタン・ロータリークラブは、2015年

以来、高齢者や母子などを対象に無料の健康診断を

実施してきました。2月に開催された第8回となる活動

では、ホームレスの人びとにも検診の対象を広げまし

た。レントゲン検査の結果、223人のうち97人に結核、

気管支炎、肺炎の兆候が見つかりました。そこでクラブ

は、これらの人びとが治療を受けられるようサポートしま

した。「ホームレスの人たちが政府の保険に加入して、

その後病院に行けるように、市民登録サービス事務所

に協力してもらった」と、クラブ会員のインネ・オンコジョ

ジョさんは話します。「今回の活動から、私たちは公衆

衛生検診の必要性、特に感染が早く広範囲におよぶ

結核の検診の必要性を実感した」と、クラブの直前会

長であるアリー・バスセノさんは述べました。

世界中で活躍する「世界を変える行動人」　2023年8月

会員慶事

会員誕生日：小野　憲君　堀江伴英君

ゲスト卓話　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　狩野川神島公園統括責任者　鈴木貴也さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   伊豆ゲートウェイ函南駅長　   川口　早さん

米国

カリフォルニア州のフォルサム州立刑務所では、近隣の

キャメロンパーク・ロータリークラブのプロジェクトを通じ

て、小グループの受刑者がギアの調整を行っています。

2007年以来、サクラメント地域のロータリークラブは、使

用済みの自転車を収集し、修理のためにフォルサム刑

務所に届け、低所得世帯の子どもたちや、ホームレス、

退役軍人、難民、山火事で家を失った家族などを支援

する団体に、毎年500台もの自転車を届けています。「自

転車再生プログラムでは、受刑者が貴重なスキルと機会

を提供するだけでなく、有意義な形で地域社会に恩返し

をすることができます」と刑務所長代理のトレイシー・ジョ

ンソンさんは指摘します。「更生への一歩ではあります

が、前向きな変化を生み出すための大きな飛躍です」。

委嘱状

米山梅吉記念館運営委員　竹村淳一郎君


